
改正案 現　行

第１章　計画策定の基本的考え方 第１章　計画策定の基本的考え方

１　計画策定の趣旨と性格 １　計画策定の趣旨と性格

２　計画の期間 ２　計画の期間

３　計画の目標 ３　計画の目標

４　計画策定の基本的視点

５　計画実現に向けた農林漁業者・行政等の役割分担 ４　計画実現に向けた農林漁業者・行政等の役割分担

　（１）県の役割 　（１）県の役割

　（２）市町村の役割 　（２）市町村の役割

　（３）農林漁業者の主体的な取組 　（３）農林漁業者の主体的な取組

　（４）関係団体の役割(農林水産業関係団体、NPO等） 　（４）関係団体の役割(農林水産業関係団体、NPO等）

　（５）県民への期待 　（５）県民への期待

　（６）食品関連企業への期待（食品加工業、食品流通業等） 　（６）食品関連企業への期待（食品加工業、食品流通業等）

　（７）６次産業化を含めた農山漁村地域への期待 　（７）６次産業化を含めた農山漁村地域への期待

第２章　農林水産業振興の方針 第２章　農林水産業振興の方針

１　農林水産業の現状と基本的課題 １　農林水産業の現状と基本的課題

　（１）農業の現状と課題 　（１）農業の現状と課題

　　ア　農業産出額 　　ア　農業産出額

　　イ　農業労働力 　　イ　農業労働力

　　ウ　耕地面積 　　ウ　耕地面積

　（２）林業の現状と課題 　（２）林業の現状と課題

　　ア　林業産出額 　　ア　林業算出額

　　イ　林業労働力 　　イ　林業労働力

　　ウ　森林資源 　　ウ　森林資源

　　エ　森林・林業施策

　　　（ア）多面的機能を有する森林の保全・整備

　　　（イ）林産物の安定的供給及び利用の促進

　（３）水産業の現状と課題 　（３）水産業の現状と課題

　　ア　漁業産出額 　　ア　漁業産出額

　　イ　漁業労働力 　　イ　漁業就業者

　　ウ　水産物の流通・加工・販売対策 　　ウ　水産物の流通・加工・販売対策
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改正案 現　行

２　農林水産業・農山漁村の役割 ２　農林水産業・農山漁村の役割

　（１）新鮮・良質・安全な食料の安定供給 　（１）新鮮・良質・安全な食料の安定供給

　（２）産業の振興と地域の均衡ある発展 　（２）産業の振興と地域の均衡ある発展

　（３）農山漁村地域の有する多面的機能の発揮 　（３）農山漁村地域の有する多面的機能の発揮

　　ア　主な農林水産物の生産量 　　ア　主な農林水産物（食料）の生産量

　　イ　人口、就業者 　　イ　人口、就業者

　　ウ　県内総生産 　　ウ　県内生産額、県内総生産

　　エ　農林水産業の経済循環構造 　　エ　沖縄の農林水産業・農山漁村の多面的機能評価

　　オ　沖縄の農林水産業・農山漁村の多面的機能評価

３　農林水産業振興計画の目標 ３　農林水産業振興計画の目標

　（１）おきなわブランドの確立と生産供給体制の強化 　（１）おきなわブランドの確立と生産供給体制の強化

　（２）県産農林水産物の安全・安定供給と消費者信頼の確保 　（３）農林水産物の安全・安心の確立

　（３）多様なニーズに対応するフードバリューチェーンの強化 　（２）流通・販売・加工対策の強化

　（４）担い手の育成・確保と経営力強化 　（４）農林水産業の担い手の育成・確保及び経営安定対策等の強化

　（５）農林水産業のイノベーション創出及び技術開発の推進 　（５）農林水産技術の開発・普及

　（６）成長産業化の土台となる農林水産業の基盤整備 　（６）亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備

　（７）魅力と活力ある農山漁村地域の振興と脱炭素社会への貢献 　（７）フロンティア型農林水産業の振興

４　農林水産業・農山漁村の目指すべき振興の基本方向 ４　農林水産業・農山漁村の目指すべき振興の基本方向

　（１）おきなわブランドの確立と生産供給体制の強化 　（１）おきなわブランドの確立と生産供給体制の強化

　　ア　野菜・果樹・花き類等の生産振興 　　ア　戦略品目の生産拡大によるおきなわブランドの確立

　　イ　肉用牛・養豚の生産振興 　　イ　安定品目の生産供給体制の強化

　　ウ　さとうきび等の安定品目の生産振興

　　エ　林産物の生産振興

　　オ　沖縄型のつくり育てる漁業の振興

　　カ　資源管理型沿岸漁業の振興

　（２）県産農林水産物の安全・安定供給と消費者信頼の確保 　（３）農林水産物の安全・安心の確立

　　ア　生産段階の品質管理の強化と表示の適正化の推進 　　ア　食品の安全及び消費者の信頼の確保

　　イ　県産農林水産物の高度な衛生管理の推進 　　イ　病害虫対策と防疫体制等の構築

　　ウ　特殊病害虫等の侵入防止 　　ウ　環境保全型農業の推進

　　エ　特定家畜伝染病対策の強化と徹底

　　オ　環境に配慮した病害虫防除対策と鳥獣被害防止対策の推進
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改正案 現　行

　（３）多様なニーズに対応するフードバリューチェーンの強化 　（２）流通・販売・加工対策の強化

　　ア　農林水産物の輸送コストの低減対策及び総合的な流通の合理化 　　ア　物流体制の整備及び輸送コストの低減対策の推進

　　イ　多様なニーズに対応する戦略的な販路拡大と加工・販売機能の強化 　　イ　農林水産物の戦略的な販路拡大

　　ウ　食品産業など他産業との連携による農林水産物の付加価値向上 　　ウ　農林水産物の高付加価値化対策

　　エ　地産地消等による県産農林水産物の消費拡大 　　エ　製糖企業の高度化促進

　　オ　製糖業の経営基盤強化と高度化推進

　（４）担い手の育成・確保と経営力強化 　（４）農林水産業の担い手の育成・確保及び経営安定対策等の強化

　　ア　担い手の育成・確保 　　ア　担い手の育成・確保

　　イ　農林水産業の経営安定対策の充実 　　　（ア）多様な担い手の育成・確保

　　ウ　担い手への農地の集積・集約化の促進 　　　（イ）経営感覚に優れた担い手の育成

　　エ　農林漁業団体の組織強化を通じた力強い経営体づくり 　　　（ウ）担い手の法人化の促進による生産組織等の強化

　　　（エ）農山漁村女性の活動支援及び地域リーダーの育成・確保

　　イ　農地の有効利用と優良農地の確保

　　　（ア）農地の有効利用

　　　（イ）優良農地の確保

　　ウ　農業協同組合、土地改良区、森林組合、漁業協同組合の機能強化

　　エ　金融制度と共済制度、価格制度の充実

　　　（ア）金融制度の充実

　　　（イ）共済制度の充実

　　　（ウ）価格制度の充実

　（５）農林水産業のイノベーション創出及び技術開発の推進 　（５）農林水産技術の開発・普及

　　ア　デジタル技術等を活用したスマート農林水産技術の実証と普及 　　ア　新技術の開発と試験研究機関の整備

　　イ　多様なニーズや気候変動等に対応した品種の開発と普及 　　イ　農林水産業技術の普及と情報システムの整備･強化

　　ウ　地域特性を最大限に生かした農林水産技術の開発と普及

　　エ　農林水産技術の国際交流の促進

　（６）成長産業化の土台となる農林水産業の基盤整備 　（６）亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備

　　ア　生産性と収益性を高める農業生産基盤の整備 　　ア　沖縄の特性に応じた農業の基盤整備

　　イ　自然環境に配慮した森林及び林業生産基盤の整備 　　イ　自然環境に配慮した森林・林業の基盤整備

　　ウ　水産物の生産性を高める生産基盤の高度化 　　ウ　水産業の基盤整備と漁場環境の保全

　　エ　農山漁村地域の強靱化対策の推進 　　エ　離島における効率的かつ安定的な生産に向けた基盤整備

　（７）魅力と活力ある農山漁村地域の振興と脱炭素社会への貢献 　（７）フロンティア型農林水産業の振興

　　ア　環境に配慮した持続可能な農林水産業の推進 　　ア　農林水産業の６次産業化及び他産業との連携強化

　　イ　地域資源の活用・域内循環の創出による地域の活性化 　　イ　多面的機能を生かした農山漁村の活性化

　　ウ　地域が有する多面的機能の維持・発揮 　　ウ　アジアなど海外への展開の推進

　　エ　特色ある離島力を生かした振興
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改正案 現　行

５　新・沖縄21世紀農林水産業振興計画に係る目標・展望 ５　振興の基本方向の実現に向けた主要な指標の見通し

　（１）農林漁業就業者 　（１）農林漁業就業者

　（２）農業産出額・林業産出額・漁業産出額 　（２）農業産出額・林業産出額・漁業産出額

　（３）耕地面積 　（３）耕地面積

　（４）食料自給率 　（４）食料自給率

第３章　施策・事業の展開 第３章　施策・事業の展開

１　おきなわブランドの確立と生産供給体制の強化 １　おきなわブランドの確立と生産供給体制の強化

　（１）野菜・果樹・花き類等の生産振興 　（１）戦略品目の生産拡大によるおきなわブランドの確立

　　ア　野菜 　　ア　野菜の拠点産地形成

　　イ　果樹 　　イ　花きの拠点産地形成

　　ウ　花き 　　ウ　果樹の拠点産地形成

　　エ　かんしょ、薬用作物 　　エ　かんしょ、薬用作物の拠点産地形成

　（２）肉用牛・養豚の生産振興 　　オ　肉用牛生産供給基地の育成

　　ア　肉用牛 　　カ　養豚の生産供給体制強化

　　イ　養豚 　　キ　木材の拠点産地形成

　（３）さとうきび等の安定品目の生産振興 　　ク　きのこの拠点産地の育成

　　ア　さとうきび 　　ケ　魚介藻類の拠点産地形成

　　イ　パインアップル 　（２）安定品目の生産供給体制の強化

　　ウ　水稲、葉たばこ等 　　ア　さとうきびの生産供給体制強化

　　エ　酪農 　　イ　パインアップルの生産供給体制強化

　　オ　養鶏 　　ウ　水稲、葉たばこ等の生産供給体制強化

　（４）林産物の生産振興 　　エ　酪農の生産供給体制強化

　　ア　木材 　　オ　養鶏の生産供給体制強化

　　イ　きのこ類 　　カ　特用林産物の生産供給体制強化

　（５）沖縄型のつくり育てる漁業の振興 　　キ　沿岸魚介類の生産供給体制強化

　（６）資源管理型沿岸漁業の振興

２　県産農林水産物の安全・安定供給と消費者信頼の確保 ３　農林水産物の安全・安心の確立

　（１）生産段階の品質管理の強化と表示の適正化の推進 　（１）食品の安全及び消費者の信頼の確保

　　ア　農業生産工程管理（ＧＡＰ）と農作業の安全対策 　　ア　農林水産物の安全性の確保

　　イ　農林水産物の信頼の確保 　　イ　農薬販売・使用の適正化の推進

　　ウ　農業生産工程管理（GAP）の推進

　（２）県産農林水産物の高度な衛生管理の推進 　（２）病害虫対策と防疫体制等の構築

　（３）特殊病害虫等の侵入防止 　　ア　特殊病害虫等の根絶と侵入防止

　（４）特定家畜伝染病対策の強化と徹底 　　イ　鳥獣害対策の推進

　（５）環境に配慮した病害虫防除対策と鳥獣被害防止対策の推進 　　ウ　特定家畜伝染病危機管理体制等の強化
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改正案 現　行

　　ア　農薬販売・使用の適正化 　（３）環境保全型農業の推進

　　イ　総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ） 　　ア　環境に配慮した病害虫防除対策の推進

　　ウ　鳥獣被害防止対策 　　イ　資源循環型農業の推進

　　ウ　家畜排せつ物等リサイクルシステムの推進

　　　（ア）家畜排せつ物等リサイクルシステムの推進

　　　（イ）生産資材廃棄物の適正処理

　　エ　赤土等流出防止対策の推進

３　多様なニーズに対応するフードバリューチェーンの強化 ２　流通・販売・加工対策の強化

　（１）農林水産物の輸送コストの低減対策及び総合的な流通の合理化 　（１）物流体制の整備及び輸送コストの低減対策の推進

　（２）多様なニーズに対応する戦略的な販路拡大と加工・販売機能の強化 　（２）農林水産物の戦略的な販路拡大

　（３）食品産業など他産業との連携による農林水産物の付加価値向上 　　ア　県内外市場への販路開拓

　（４）地産地消等による県産農林水産物の消費拡大 　　イ　地産地消・食育の推進

　（５）製糖業の経営基盤強化と高度化推進 　（３）農林水産物の高付加価値化対策

　（４）製糖企業の高度化促進

４　担い手の育成・確保と経営力の強化 ４　農林水産業の担い手の育成・確保及び経営安定対策等の強化

　（１）担い手の育成・確保 　（１）担い手の育成・確保

　　ア　新規就業者の育成・確保 　　ア　新規就農・就業による担い手の育成・確保

　　イ　農業法人の育成支援 　　イ　多様な担い手の育成・確保

　　ウ　多様な担い手の育成・確保 　　ウ　経営感覚に優れた担い手の育成

　　エ　幅広い層からの農業参画の推進 　　エ　担い手の法人化の促進による生産組織等の強化

　（２）農林水産業の経営安定対策の充実 　　オ　農山漁村女性の活動支援及び地域リーダーの育成・確保

　　ア　金融制度 　（２）農地の有効利用と優良農地の確保

　　イ　共済制度 　　ア　農地の有効利用

　　ウ　価格安定対策 　　イ　優良農地の確保

　（３）担い手への農地の集積・集約化の促進 　（３）農業協同組合、土地改良区、森林組合、漁業協同組合の機能強化

　（４）農林漁業団体の組織強化を通じた力強い経営体づくり 　（４）金融制度と共済制度、価格制度の充実

　　ア　経営感覚に優れた担い手の育成 　　ア　金融制度の充実

　　イ　農林漁業団体の組織強化 　　イ　共済制度の充実

　（５）価格制度の充実
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改正案 現　行

５　農林水産業のイノベーション創出及び技術開発の推進 ５　農林水産技術の開発・普及

　（１）デジタル技術等を活用したスマート農林水産技術の実証と普及 　（１）新技術の開発と試験研究機関の整備

　　ア　農業 　　ア　農業の試験研究

　　イ　畜産業 　　イ　畜産の試験研究

　　ウ　林業 　　ウ　森林・林業の試験研究

　　エ　水産業 　　エ　水産業の試験研究

　（２）多様なニーズや気候変動等に対応した品種の開発と普及 　　オ　海洋深層水の試験研究

　　ア　農業 　　カ　熱帯・亜熱帯農林水産技術の国際交流の促進

　　イ　畜産業 　　キ　知的財産の保護活用

　　ウ　林業 　（２）農林水産業技術の普及と情報システムの整備･強化

　　エ　水産業 　　ア　農業技術の普及

　　オ　知的財産の保護・活用 　　イ　林業技術の普及

　（３）地域特性を最大限に生かした農林水産技術の開発と普及 　　ウ　水産業技術の普及

　　ア　試験研究

　　（ア）　農業

　　（イ）　畜産業

　　（ウ）　林業

　　（エ）　水産業

　　イ　技術普及

　　（ア）　農業

　　（イ）　林業

　　（ウ）　水産業

　（４）　農林水産技術の国際交流の促進

６　成長産業化の土台となる農林水産業の基盤整備 ６　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備

　（１）生産性と収益性を高める農業生産基盤の整備 　（１）沖縄の特性に応じた農業の基盤整備

　　ア　農業生産基盤の整備

　　イ　農地及び農業用施設の保全

　　ウ　海岸保全施設の管理・保全

　（２）自然環境に配慮した森林及び林業生産基盤の整備 　（２）自然環境に配慮した森林・林業の基盤整備

　　ア　森林･林業の基盤整備

　　イ　森林の保全

　（３）水産物の生産性を高める生産基盤の高度化 　（３）水産業の基盤整備と漁場環境の保全

　　ア　水産業の基盤整備

　　イ　漁場環境の保全

　　ウ　海岸施設の維持管理及び海岸環境の保全
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改正案 現　行

　（４）農山漁村地域の強靱化対策の推進 　（４）離島における効率的かつ安定的な生産に向けた基盤整備

　　ア　災害による被害の未然防止、軽減施設の整備

　　イ　農業用施設等の戦略的な保全管理

７　魅力と活力ある農山漁村地域の振興と脱炭素社会への貢献 ７　フロンティア型農林水産業の振興

　（１）環境に配慮した持続可能な農林水産業の推進 　（１）農林水産業の６次産業化及び他産業との連携強化

　　ア　家畜排泄物等リサイクルシステム 　（２）多面的機能を生かした農山漁村の活性化

　　イ　生産資材廃棄物の適正処理 　　ア　農山漁村の地域社会の維持・向上

　　ウ　環境保全型農業 　　イ　ツーリズム等の推進

　　エ　赤土等流出防止対策 　（３）アジアなど海外への展開の推進

　（２）地域資源の活用・域内循環の創出による地域の活性化 　（４）特色ある離島力を生かした振興

　　ア　再生可能エネルギーの導入

　　イ　農林水産業の６次産業化及び他産業との連携強化

　　ウ　各種ツーリズムの促進

　（３）地域が有する多面的機能の維持・発揮

　　ア　農山漁村の多面的機能の維持・発揮

　　イ　農山漁村の住みよい生活環境の確立

第４章　地域特性を生かした圏域別振興方向 第４章　地域特性を生かした圏域別振興方向

１　北部圏域 １　北部圏域　<やんばるの豊かな自然と調和した多彩な農林水産業
　　　　　　　 の振興>

　（１）農林水産業の特徴 　（１）農林水産業の特徴

　（２）振興方向 　（２）振興方向

　　ア　農業 　　ア　農業

　　　（ア）　さとうきび 　　　（ア）　さとうきび

　　　（イ）　野菜 　　　（イ）　野菜

　　　（ウ）　かんきつ類 　　　（ウ）　花き

　　　（エ）　パインアップル 　　　（エ）　葉たばこ

　　　（オ）　果樹 　　　（オ）　かんきつ類

　　　（カ）　花き 　　　（カ）　熱帯果樹

　　　（キ）　葉たばこ 　　　（キ）　パインアップル

　　　（ク）　茶 　　　（ク）　茶

　　　（ケ）　水稲 　　　（ケ）　水稲

　　　（コ）　かんしょ 　　　（コ）　かんしょ

　　　（サ）　畜産 　　　（サ）　畜産
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改正案 現　行

　　イ　森林・林業 　　イ　森林・林業

　　　（ア）　木材 　　　（ア）　木材

　　　（イ）　特用林産物 　　　（イ）　特用林産物

　　ウ　水産業 　　ウ　水産業

　　　（ア）　海面漁業 　　　（ア）　海面漁業

　　　（イ）　海面養殖業 　　　（イ）　海面養殖業

　　エ　周辺離島

　　（重点振興品目） 　　（重点振興品目）

２　中部圏域 ２　中部圏域　<都市化と調和した消費者ニーズに応える高付加価値
               型農林水産業の振興>

　（１）農林水産業の特徴 　（１）農林水産業の特徴

　（２）振興方向 　（２）振興方向

　　ア　農業 　　ア　農業

　　　（ア）　さとうきび 　　　（ア）　さとうきび

　　　（イ）　野菜 　　　（イ）　野菜

　　　（ウ）　温帯果樹類 　　　（ウ）　花き

　　　（エ）　熱帯果樹 　　　（エ）　温帯果樹類

　　　（オ）　花き 　　　（オ）　熱帯果樹

　　　（カ）　かんしょ 　　　（カ）　かんしょ

　　　（キ）　茶

　　　（ク）　畜産 　　　（キ）　畜産

　　イ　森林・林業 　　イ　森林・林業

　　　（ア）　林産物 　　　（ア）　林産物

　　ウ　水産業 　　ウ　水産業

　　　（ア）　海面漁業 　　　（ア）　海面漁業

　　　（イ）　海面養殖業 　　　（イ）　海面養殖業

　　エ　周辺離島

　　（重点振興品目） 　　（重点振興品目）

３　南部圏域 ３　南部圏域　<環境にやさしい産地づくりと島々の活性化を図る
               農林水産業の振興>

　（１）農林水産業の特徴 　（１）農林水産業の特徴

　（２）振興方向 　（２）振興方向

　　ア　農業 　　ア　農業

　　　（ア）　さとうきび 　　　（ア）　さとうきび

　　　（イ）　野菜 　　　（イ）　野菜

　　　（ウ）　果樹 　　　（ウ）　花き
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改正案 現　行

　　　（エ）　花き 　　　（エ）　熱帯果樹

　　　（オ）　かんしょ 　　　（オ）　かんしょ

　　　（カ）　薬用作物 　　　（カ）　薬用作物

　　　（キ）　畜産 　　　（キ）　畜産

　　イ　森林・林業 　　イ　森林・林業

　　　（ア）　林産物 　　　（ア）　林産物

　　ウ　水産業 　　ウ　水産業

　　　（ア）　海面漁業 　　　（ア）　海面漁業

　　　（イ）　海面養殖業 　　　（イ）　海面養殖業

　　エ　周辺離島

　　（重点振興品目） 　　（重点振興品目）

４　宮古圏域 ４　宮古圏域　<島の特性を生かした土地利用型作物及び園芸作物の
               生産拡大で島おこしを図る農林水産業の振興>

　（１）農林水産業の特徴 　（１）農林水産業の特徴

　（２）振興方向 　（２）振興方向

　　ア　農業 　　ア　農業

　　　（ア）　さとうきび 　　　（ア）　さとうきび

　　　（イ）　野菜 　　　（イ）　野菜

　　　（ウ）　果樹 　　　（ウ）　熱帯果樹

　　　（エ）　葉たばこ 　　　（エ）　花き

　　　（オ）　かんしょ 　　　（オ）　葉たばこ

　　　（カ）　薬用作物 　　　（カ）　薬用作物

　　　（キ）　畜産 　　　（キ）　畜産

　　イ　森林・林業 　　イ　森林・林業

　　　（ア）　林産物 　　　（ア）　特用林産物

　　ウ　水産業 　　ウ　水産業

　　　（ア）　海面漁業 　　　（ア）　海面漁業

　　　（イ）　海面養殖業 　　　（イ）　海面養殖業

　　エ　周辺離島

　　（重点振興品目） 　　（重点振興品目）
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改正案 現　行

５　八重山圏域 ５　八重山圏域　<世界に誇れる日本最南端の優れた自然と農林水産業
                 の共生>

　（１）農林水産業の特徴 　（１）農林水産業の特徴

　（２）振興方向 　（２）振興方向

　　ア　農業 　　ア　農業

　　　（ア）　さとうきび 　　　（ア）　さとうきび

　　　（イ）　野菜 　　　（イ）　野菜

　　　（ウ）　パインアップル 　　　（ウ）　パインアップル

　　　（エ）　果樹 　　　（エ）　熱帯果樹

　　　（オ）　花き 　　　（オ）　花き

　　　（カ）　水稲 　　　（カ）　水稲

　　　（キ）　葉たばこ 　　　（キ）　葉たばこ

　　　（ク）　かんしょ 　　　（ク）　畜産

　　　（ケ）　畜産

　　イ　森林・林業 　　イ　森林・林業

　　　（ア）　林産物 　　　（ア）林産物

　　ウ　水産業 　　ウ　水産業

　　　（ア）　海面漁業 　　　（ア）　海面漁業

　　　（イ）　海面養殖業 　　　（イ）　海面養殖業

　　エ　周辺離島

　　（重点振興品目） 　　（重点振興品目）
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